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• COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響

– （1）労働力とコンテナの不足

– （2）港湾混雑

– （３）運賃高騰と物資輸送の遅れ

• ２０２２年のコンテナ輸送の見通し

プレゼンテーションの構成
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（1）労働力とコンテナの不足
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（1）労働力とコンテナの不足

5出所：野村総研作成資料

図表1: 金属コンテナの生産量(単位：1,000TEU)
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（2）港湾混雑
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（2）港湾混雑
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（２）港湾混雑

9出所：eeSea

図表２：世界のコンテナ港湾の混雑状況（2021年12月13日）



COVID19以降の海上輸送で表面化した課題
（２）港湾混雑

10出所：eeSea

図表3：世界のコンテナ港湾の混雑状況（2022年2月25日）
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• 供給：コンテナ不足・コンテナ回転不足

– 内陸輸送の混乱

• 荷主側受け取り人員不足

• トラックドライバー，鉄道車両不足

– 港湾労働者不足

– 本船滞留によるスペース不足

• 需要

– 巣ごもり需要，在庫確保を含む堅調な需要

COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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13出所：Clarkson

COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ

図表4：上海コンテナ運賃指数
(単位：index（総合指数）, USD/TEU，USD/FEU(北米航路))
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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図表5：主要航路における88日以上の契約運賃（long-term）

出典：IHS Markit

直近の急上昇



COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ

15出典：IHS Markit

直近の急上昇

図表6：北米西岸航路における契約運賃とスポット運賃



COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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図表7：世界のコンテナ船日程順守率（2021年まで）

出所：Sea Intelligence



COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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図表8：世界のコンテナ船平均遅延日数（2021年12月まで）

出所：Sea Intelligence



COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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図表9：船の遅延が輸送量に与える影響

出典：https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001460925.pdf



• 欠便の発生

– 22年1月の欧州航路23便（北欧州14便，地中海9便）

– 北米航路81便（西岸65便，東岸16便）

• 欧州航路，北米航路の供給船腹量に対する欠便比率は22.2%

• 北欧州航路では英国主要港やロッテルダム港など主要港で港

湾混雑が継続，地中海航路でもギリシャやアドリア海諸港で港

湾混雑が発生

• ロサンゼルス・ロングビーチ港で1月末時点で約100隻が滞船，

滞船平均日数は17.9日

COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ

20出所：Alphaliner

図表10：コンテナ船の係船船腹量と全体に占める割合（202２年2月まで）



• 港湾混雑の解消：回転率向上の必要条件

– 北米は内陸部の混雑解消が必要

– コロナの収束が必要条件

– 米国西岸での労使協定更新の影響

• 現時点では使える船がほとんどない

– 船舶発注は増えており，2023年以降に竣工増

• 23年の竣工増にあまり期待すべきではないという見方

• 物流の遅滞

– 日本でも食品，製造業，住宅機器など広い影響

– 企業の資金繰りにも影響

COVID19が海上コンテナ輸送に与えた影響
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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COVID19以降の海上輸送で表面化した課題
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ
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図表11：コンテナ不足による影響に関するアンケート結果（2021年11月）

出所：神戸商工会議所



COVID19以降の海上輸送で表面化した課題
（３）運賃高騰と物資輸送の遅れ

23図表12：在ASEAN日系企業緊急アンケート結果（2022年2月）

出所：JETRO
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経済成長率の見通し

25
図表13：IMFによる実質経済成長率の見通し

出所：IMF”World Economic Outlook Database October 2021”
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２０２２年のコンテナ輸送の見通し

26
図表14：世界コンテナ輸送量の推移と各機関による見通し

出所：CTS, Drewry, IHS Markit ,Clarksons
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２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表15：北米往航コンテナ輸送量の推移と各機関による見通し

出所：CTS, Drewry, IHS Markit ,Clarksons

ClarksonsDrewry
IHS 
Markit

2021 14.1% 12.5% 12.0%

2022 1.0% 3.4% 0.5%

2023 0.2% 3.6%

2024 0.1% 3.4%

2025 2.8% 3.1%

2026 3.3%

2027 2.9%

2028 2.7%

2029 2.8%

2030 2.8%

単位： 1万TEU

0

50

100

150

200

250

2019 2020 2021



２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表16：欧州往航コンテナ輸送量の推移と各機関による見通し

出所：CTS, Drewry, IHS Markit,Clarksons
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２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表17：アジア域内航路コンテナ輸送量の推移と各機関による見通し

出所：CTS, IHS Markit,Clarksons
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２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表18：コンテナ運賃の下落パターン

出所：Sea-Intelligence



２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表19：ILWUに関する写真



２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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図表20：2014年労働協約交渉の経緯

出所：https://www.jpmac.or.jp/img/research/pdf/B201521.pdf



• 荷動きは22年も一定の成長が見込まれる

– いまのところ，荷動きは順調

• 船腹が増加し始めるのは23年以降→過剰な期待は禁物

• 正常化

– 2022年の運賃は比較的高水準で推移する見込み

– ILWU協約更新などの影響を考えると，本格的な正常化は

23年以降

– インフレ，ロシア侵攻による需要の腰折れがリスク

• 米国の金融政策は住宅市場対策の側面

２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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• 考えなければならないこと

– 今後のサプライチェーンの在り方

• 複線化，冗長化，短縮化

• 生産拠点の国内回帰はむしろ脆弱化招く可能性

– 「正常化」ってなに？

２０２２年のコンテナ輸送の見通し
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おまけ：船社のM&A(買収・合併)と
アライアンスの再編
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おまけ2：世界の上位コンテナ船社
（2022年1月）

36
出所：Alphaliner


